
乳癌

レジメン番号 レジメン名称 薬品名 投与スケジュール 1コースの期間 催吐リスク

B-07 Vinorelbine療法 ビノレルビン 25 mg/㎡ d1,8 21日間 最小度

8 mg/kg 初回

6 mg/kg 2回目以降

エピルビシン 90 mg/㎡ d1

シクロホスファミド 600 mg/㎡ d1

ドキソルビシン 60 mg/㎡ d1

シクロホスファミド 600 mg/㎡ d1

ドセタキセル 75 mg/㎡ d1

シクロホスファミド 600 mg/㎡ d1

B-20 Eribulin療法 エリブリン 1.4 mg/㎡ d1,8 21日間 軽度

840 mg/body 初回

420 mg/body 2回目以降

8 mg/kg 初回

6 mg/kg 2回目以降

ドセタキセル 75 mg/㎡ d1

ベバシズマブ 10 mg/kg d1,15

パクリタキセル* 90 mg/㎡ d1,8,15

B-26 T-DM1療法 トラスツズマブ エムタンシン 3.6 mg/kg d1 21日間 軽度

ドキソルビシン 60 mg/㎡ d1

シクロホスファミド 600 mg/㎡ d1

ペグフィルグラスチム 3.6 mg/回 d2

パクリタキセル* 175 mg/㎡ d1

ペグフィルグラスチム 3.6 mg/回 d2

21日間

トラスツズマブ
triweekly
Trastuzumab療法

B-10
B-11

21日間 最小度

高度（steroid sparing)EC療法

高度（steroid sparing)

軽度

高度（steroid sparing)

投与量

B-24 PTX+Bev療法 28日間

B-27 ddAC療法 14日間

B-19 21日間

B-13 AC療法

B-12

d1

21日間

ペルツズマブ

トラスツズマブ

Pertuzumab
+Trastuzumab+DTX療法

d1

d1

B-23

DTX+CPA療法

21日間

B-28 ddPTX療法 14日間 軽度

中等度

軽度
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乳癌

レジメン番号 レジメン名称 薬品名 投与スケジュール 1コースの期間 催吐リスク投与量

アテゾリズマブ 840 mg/body d1,15

アルブミン懸濁型パクリタキセル 100 mg/㎡ d1,8,15

エピルビシン 90 mg/㎡ d1

シクロホスファミド 600 mg/㎡ d1

ペグフィルグラスチム 3.6 mg/回 d2

B-31 Trastuzumab Deruxtecan療法 トラスツズマブ デルクステカン 5.4 mg/kg d1 21日間 中等度

840 mg/body 初回

420 mg/body 2回目以降

8 mg/kg 初回

6 mg/kg 2回目以降

パクリタキセル* 80 mg/㎡ d1,8,15

ペムブロリズマブ 200 mg/body d1

ゲムシタビン 1000 mg/㎡ d1,8

カルボプラチン 2 AUC d1,8

ペムブロリズマブ 200 mg/body d1 21日間 最小度

パクリタキセル＊ 90 mg/㎡ d1,8,15 28日間 軽度

ペムブロリズマブ 200 mg/body d1 21日間 最小度

アルブミン懸濁型パクリタキセル 100 mg/㎡ d1,8,15 28日間 軽度

B-34 Pembrolizumab+PTX療法

B-35 Pembrolizumab+nab-PTX療法

B-32

21日間
Pembrolizumab+GEM
+CBDCA療法

B-33

d1

d1

21日間
Pertuzumab+Trastuzumab
+Paclitaxel療法

ペルツズマブ

トラスツズマブ

軽度

中等度

軽度

28日間
Atezolizumab
+nab-PTX療法

B-29

*添付文書に従い、前投薬を使用

B-30 ddEC療法 14日間 高度（steroid sparing)
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